Rhodopsedomonas spheroidesのクロマトフォアの誘導的形成におけるリボ核酸の動態と役割 by 並木 脩
Rhodopsedomonas spheroidesのクロマトフォアの誘
導的形成におけるリボ核酸の動態と役割
著者 並木 脩
号 292
発行年 1965
URL http://hdl.handle.net/10097/18054
氏
名
授与学位
学位授与年月日
 学位授与の根拠法規
 研究科・専攻の名称
 慰み曇
並木
 'お書む
脩
医学博士
 昭和40年3月25日
 学位規則第5条第1項
東北大学大学院医学研究科
外科学系
 学位論文題目OntheBehavior.andR心1eofRibo∬uclec
 Acld三ntheInduc¢dSynthesiso{Ghro～
 matophorei皿RhodopseudomonasSp}1ero三一
 des(Rhodop艶ロdom頒as8凶eroldesの1クロマ
 ト冴7の講膨成降ける腿鞭の動態と役
 割〉
 指導教官東北大学教授飯.野年郎
論文審査委員東北大学教授菊地吾郎
東北大学教授岩月賢一
 榊15"
論文
内
容要
旨
 光合成細菌RbodOP8euαo皿o且asSpberoide8は嫌気光,好気暗のどちらの条
 件でも生育するが,好気暗培養では本菌は葉緑素・カロチノイドなどの光合成色素を合成せず,
 また細胞には嫌気光培養菌で認められるような特殊の細胞内顆粒クロマトフオアは存在しない。
 し・かし好気暗培養細胞であっても・これを適当な培地中で嫌気託条件にうつすかまたは暗条
 件でも低酸素分圧下におくと速やかに細菌葉緑素を合成し,それとともに菌体内には光合成・器官
 であるクロマトフオアが出現する。したがってクロマトフオアの形成は光合成機能に関係する一
 種の細胞分化の現象といえよう。本研究はクロマトフオア形成という特殊な現象においてRNA
 の果す役割を解析することを当面の目標として進められたが,同時に,この研究を通じて一般的
 な細胞分化の生化学的過程を解明することを目指している。
 RbodopseUdomonasSpberoidesの好気暗培養菌を乾重量5耽9/㌔1の濃厚県
 濁液とし,これを暗条件でゆるやかに振濃をつづけると,葉緑素の形成は50分から1時間の誘
 導期間の後にはじまり・6及至8時間でその生成は最高に達する。これと平行して菌体内には電
 顕的にも機能的にもクロマトフオアが認められるようになる。このようにしてクロマトフオア形
 成を誘導させた細胞を音波破砕し,超遠心分画沈澱法によつて大顆粒区分,小順粒区分,可溶性
 区分に分け,それぞれの面分が含む成分を,好気暗培養菌,嫌気光培養菌を対照として比較して
 みると・葉緑素の分布をのぞいてば,春画分に含まれるDNA・RNA,蛋白質の景については菌
 の培養あるいは畷境条件の相違によって格別の差異は認められなかった。さらに各画分に含まれ
 るRNAの塩基組成を分析比較してみると・対応する各面分中のR国A組成は培養壌鏡の相違に
 よつてほとんど影響されていなかった。そこでクロマトフオア形成にともなうRNA合成の動態
 を知るためにP32の存在下'にクロマトフオア形成を誘導させ,細胞各区分のRNAへのP32のと
 り込みを追跡してみると・大顆粒区分のRNAへのとり込みの万が小顆粒区分へのとり込みより
 も大ぎいことが知られた。これをさらに詳細に解析するために菌を極めて短時間(5分間)P32
 でパルスラベルし,その菌の大顆粒区分のRNAの塩基組成を分析したところ,誘導条件下でパ
 ルスラペルされたRNAの塩基組成は既存のRNAとは非常に異なることが知られ,むしろ見か
 け上GO型のDNAとモル比がよく似ていた(ディスシンメトリー比0.54)。これに対してク
 ロマトフオア誘導を来さない好気暗条件下では・大顆粒区分のパルスラベルRNAは上のような
 塩基組成を示さなかった。
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 以上あ成績からみ為と・クロマトフオア形成の際には・その形成・を支配するDNAを鋳型として
 急速に皿一RNA(メツセンヂヤーRNA)が合成され,次にこれを鋳型としてクロマトフオア蛋
 蘭質が合成されて行くと云う生化学的過程が存在するものと推察される。一方,教室の樋口ら
 (1964)はRNA合成の阻害剤だげでなく・マイトマイシンCやフレオマイシンなど,DNA
 合成を特異的に阻害する抗隼物質もまた葉緑素の誘導的形成を強く阻害することを見出している。
 すなわち光合成色素及至嫡クロマトフオアの形成にほかなり活機なDNA合成あるいは代謝回転'
 が必要なこ・とが示唆された。そこで著者はRNA合成に対するこれらの阻害剤の影響を検討した.
 が,特に注目すべきこととして,クロマトフオアの誘導的形成の際,マイトマイシンGを添加す
 ると,特に大顆粒区分のRNAへのP麓04のとり込みが著明に阻害された。すなわち大顆粒に
 おけるm-RNA合成がク障マトフオア形成と特別に関係が深く,また大顆粒におけるm-RNA合
 成にば,同時にDNAの合成あるいは代謝回転が要求されることがふたたび示唆された。
 誘導条件下でパルスラペルされたRNAの性質をさらに明確にする目的で,P32}R藪Aを庶糖
 濃度匂配沈降分析および,メチル化アルブミンカラムによつて分別したびこの成績によると,パ
 ルスラベルRN醐可溶性RNAとリボゾームRNAの間に多暴性のピークとしてあらわれた。こ
 の位置は一般に耽一RNAが現われる位置どされている。次に更に顆粒面分を20男庶糖溶液を用
 いた浮遊遠心法で分別し,その各層に含まれるパルスラペルRNAの塩基組成を比較してみると,
 DNA様の塩基組成を持つP32-R抽Aは大顆粒区分の上層・およびクロマトフオアの破片から
 成るど思われる小傾粒区分の沈澱層に存在していた。但しクロマトフオア形成誘導条件下で得ら
 れたP32-RNAと非誘導条件下のP32卓RNAではそのディスシンメトリー比に明らかな差異
 が認められた。
 以上の成績を綜合すると,R・魯pheroidesのクロマトフオァの誘導的形成の特に初期段
 階において,.クロマトブオア形成のための遺伝情報を担うと思われるDNAに類似した組成の
 RNA(窺一RNA)が合成されることは明らか七あろう。またこの特異的RNA合成にはDNA
 の新たな合成が要求されるように推察された。これらの知見は細胞分化の遺伝的調節において
 RNAの果す役割を実証的に示し鴛たものと考える。
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 審査結果の要旨.
 ・光合成細菌であるRbodopse亘domo皿&SSPhero1・d⊥sは好気暗培養では細菌ク・・7
 イルを合成せず,葦た光化学器官に相当する細胞内顆粒ク・マトフオアを持たないが,この菌を嫌
 気光培養するカ、または晴であっても低酸素条件に移すと急速にク・・7イルが合成され,同時に
 ク・マトフオアが誘導的に形成される。この現象は一種の細胞分化と見倣し得るものであるが,蕩
 者は本論文にかいて,クロマトフオアの誘灘的形成現象には,特殊のDNAを欝型として合成され
 る特殊のRNAが大きな綬割を演じていることを明らかにした。
 著者はぞの論証として多くの実験結果を報告している琶中でも注目すべきものは次のような成
 績である。すなわち暗培養菌を32P馬と極めて短時間接触させ,この間に32Pをとり込んだRN《
 面分を詳細に比較分析した結果,低酸素暗の誘導条件下では,好気暗の非議道束件の場合と異なり
 細胞内のク・マトフオアになるべき大顆粒区分のRNAが相対的に活溌に鈍Pをとり込むことが知
 られた。
 この区分に存在する32P-RNAの塩基組成はDNAと類似の性質を具えてか窮また好気暗条
 件で32Pをとり込んだ同一区分のR聾八の塩基阻成とは明らか攻相違を示し編次に1)邸A合成の
 特異的な阻害剤であるマイトマイシンOの添加効果を見たところ,好気暗条件では32p-RNムの
 合成はマイトマイシンにより25%程度しか阻害されなかったが,1齢菱素暗条件での82P-RNA
 合成は約50囑阻害され,しかも七の阻害は大顆粒区分と可溶性区分のR醤Aに齢いて著しかった。
 次に著者は大願粒区分で誘遵条件下で合成された8㌔一RNAを蔗糖密度勾配遠心法およびメチル
 化アルブミンカラムクロマトグラフィーに」:り分別した結果,このRNAは明らかにメッセンジャ
 ーRNムに属することを示した。すなわち本菌でのク煎マトフオア形成の際には,特に大顆粒区分
 にむいて,その形成のためΦ遺伝情報を伝達するための特殊なR醤Aが活蔽に合成されることを明
 らかにした。著者はさらにこのRNA合成に先行して1おそらくク・マトフオア形成を特異的に支
 配する特殊のDNムの新たな合成があることを推i論している。
 著者の以上の成績はク・マトフオア形成現象のみならず,一般的な細胞分化の生化学的機構の解
 明に貢献するところが大きい.
 したがって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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